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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向に前胴周り域および後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域とを備
え、前記前後胴周り域間に延びる排泄物吸収部と、前記吸収部の周縁から周方向外方へ延
びるフラップ部とを有し、前記吸収部端縁の縦方向外方に位置する前記後胴周り域のフラ
ップ部に横方向へ延びる第１胴周り用弾性部材が収縮可能に取り付けられ、装着時に止着
手段を介して前記前後胴周り域を連結する使い捨ておむつにおいて、
　前記フラップ部よりも高い摩擦力を有する滑り止めシートが、前記第１胴周り用弾性部
材の横方向両端部近傍であって前記横方向両端部から横方向外方へ延びる仮想延長線上に
配置され、前記後胴周り域のフラップ部の肌当接面と肌非当接面とのうちの少なくとも一
方に取り付けられていることを特徴とする前記おむつ。
【請求項２】
　前記滑り止めシートが、前記吸収部側縁の横方向外方に位置する前記後胴周り域のフラ
ップ部のほぼ全域に取り付けられている請求項１に記載のおむつ。
【請求項３】
　横方向へ延びる第２胴周り用弾性部材が、前記吸収部端縁の縦方向外方に位置する前記
前胴周り域のフラップ部に収縮可能に取り付けられ、前記滑り止めシートが、前記第２胴
周り用弾性部材の横方向両端部近傍に延びる前記前胴周り域のフラップ部の肌当接面と肌
非当接面とのうちの少なくとも一方に取り付けられている請求項１または請求項２に記載
のおむつ。
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【請求項４】
　前記滑り止めシートが、前記第２胴周り用弾性部材の横方向両端部から横方向外方へ延
びる仮想延長線上に配置されている請求項１ないし請求項３いずれかに記載のおむつ。
【請求項５】
　前記滑り止めシートが、前記吸収部側縁の横方向外方に位置する前記前胴周り域のフラ
ップ部のほぼ全域に取り付けられている請求項１ないし請求項４いずれかに記載のおむつ
。
【請求項６】
　前記滑り止めシートの動摩擦係数が、０．５～１．５の範囲にある請求項１ないし請求
項５いずれかに記載のおむつ。
【請求項７】
　前記滑り止めシートが、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂繊維から形成された繊維
不織布である請求項１ないし請求項６いずれかに記載のおむつ。
【請求項８】
　前記滑り止めシートが、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂繊維とポリオレフィン系
の熱可塑性合成樹脂繊維とから形成された繊維不織布である請求項１ないし請求項６いず
れかに記載のおむつ。
【請求項９】
　前記滑り止めシートには、前記フラップ部の色と異なる色の着色が施されている請求項
１ないし請求項８いずれかに記載のおむつ。
【請求項１０】
　前記フラップ部が、前記吸収部端縁の縦方向外方に位置して横方向へ延びるエンドフラ
ップと、前記吸収部側縁の横方向外方に位置して縦方向へ延びるサイドフラップとから形
成され、前記後胴周り域のサイドフラップが、前記おむつの縦方向と横方向とのうちの少
なくとも横方向へ弾性的な伸縮性を有する伸縮性シートから形成されている請求項１ない
し請求項９いずれかに記載のおむつ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、排泄物を吸収、保持する使い捨ておむつに関する。
【０００２】
【従来の技術】
縦方向に前後胴周り域およびそれら胴周り域の間に位置する股下域を備え、前後胴周り域
間に延びる排泄物吸収部と、吸収部の縦方向外方に位置して横方向へ延びる一対のエンド
フラップと、吸収部の横方向外方に位置して縦方向へ延びる一対のサイドフラップとを有
し、後胴周り域のサイドフラップに横方向へ延びる一対のテープファスナが取り付けられ
、前胴周り域の外面にテープファスナを着脱可能に止着するターゲットテープが取り付け
られたオープン型の使い捨ておむつがある（特許文献１）。
【０００３】
テープファスナは、サイドフラップの横方向外端部に固着された固定部と、固定部から横
方向外方へ延びる自由部とを有する。テープファスナの自由部には、メカニカルファスナ
のうちのフックが取り付けられている。ターゲットテープは、横方向へ長い矩形を呈し、
その外面にメカニカルファスナのうちのループが取り付けられている。後胴周り域のエン
ドフラップには、横方向へ延びる糸状の多数の胴周り用弾性部材が収縮可能に取り付けら
れている。股下域のサイドフラップには、縦方向へ延びる糸状の多数の脚周り用弾性部材
が収縮可能に取り付けられている。
【０００４】
保護者や介護者が特許文献１に開示のおむつを着用者に装着する手順は、以下のとおりで
ある。保護者や介護者は、展開させたおむつの上に仰向けにした着用者の臀部を乗せた後
、前胴周り域を摘持しておむつの股下域を折り曲げ、前胴周り域を着用者の腹部の上に乗
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せる。次に、後胴周り域のエンドフラップまたはサイドフラップを指で摘持してエンドフ
ラップを横方向へ伸展させた後、後胴周り域のサイドフラップが着用者の腹部の上に位置
するように、テープファスナを指で摘持しながら後胴周り域のサイドフラップを折り曲げ
る。保護者や介護者は、後胴周り域のサイドフラップを前胴周り域のサイドフラップの外
側に重ね合わせ、エンドフラップやサイドフラップによる着用者の胴周りの締め付けを調
節しつつ、それらテープファスナの自由部をターゲットテープの外面に交互に止着して前
後胴周り域を連結する。テープファスナをターゲットテープに止着するには、テープファ
スナの自由部をターゲットテープの外面に押し付け、フックとループとを係合させる。前
後胴周り域が連結されたおむつには、胴周り開口と一対の脚周り開口とが形成される。
【０００５】
【特許文献１】
特開平１０－３０９２９９号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
特許文献１に開示のおむつは、それを着用者に装着するときに、保護者や介護者が後胴周
り域のエンドフラップやサイドフラップを指で摘持して後胴周り域のエンドフラップを横
方向へ伸展させ、胴周り用弾性部材を横方向へ伸長させる。しかし、後胴周り域のエンド
フラップやサイドフラップの摩擦力が小さいと、それらフラップを摘持する指が滑り、胴
周り用弾性部材を横方向へ十分に伸長させることができない場合がある。オープン型のお
むつは、その装着時に、胴周り用弾性部材の伸長が不十分であると、胴周り用弾性部材の
収縮力を利用して後胴周り域のエンドフラップを着用者の胴周りに密着させることができ
ず、後胴周り域のエンドフラップと着用者の肌との間に隙間が生じ、おむつの着用中に排
泄物がエンドフラップからおむつの外側に漏れてしまう場合がある。
【０００７】
本発明の目的は、装着時にフラップ部に取り付けられた胴周り用弾性部材を横方向へ十分
に伸長させることができ、胴周り用弾性部材の収縮力によってフラップ部を着用者の胴周
りに密着させることができる使い捨ておむつを提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
前記課題を解決するための本発明の前提は、縦方向に前胴周り域および後胴周り域と、そ
れら胴周り域の間に位置する股下域とを備え、前記前後胴周り域間に延びる排泄物吸収部
と、前記吸収部の周縁から周方向外方へ延びるフラップ部とを有し、前記吸収部端縁の縦
方向外方に位置する前記後胴周り域のフラップ部に横方向へ延びる第１胴周り用弾性部材
が収縮可能に取り付けられ、装着時に止着手段を介して前記前後胴周り域を連結する使い
捨ておむつである。
【０００９】
　前記前提における本発明の特徴は、前記フラップ部よりも高い摩擦力を有する滑り止め
シートが、前記第１胴周り用弾性部材の横方向両端部近傍であって前記横方向両端部から
横方向外方へ延びる仮想延長線上に配置され、前記後胴周り域のフラップ部の肌当接面と
肌非当接面とのうちの少なくとも一方に取り付けられていることにある。ここで、胴周り
用弾性部材の横方向両端部近傍とは、横方向両端部を含むその近辺または横方向両端部を
除くその近辺をいう。このおむつは、保護者や介護者が後胴周り域のフラップ部を横方向
へ伸展させるとき、滑り止めシートがフラップ部を摘持する指の滑りを止め、その力が第
１胴周り用弾性部材に直接作用する。
【００１０】
　本発明は、以下の実施態様を有する。
（１）前記滑り止めシートが前記吸収部側縁の横方向外方に位置する前記後胴周り域のフ
ラップ部のほぼ全域に取り付けられている。このおむつは、後胴周り域のフラップ部のい
ずれの部分を摘持しても滑り止めシートが指に当接する。
（２）横方向へ延びる第２胴周り用弾性部材が前記吸収部端縁の縦方向外方に位置する前
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記前胴周り域のフラップ部に収縮可能に取り付けられ、前記滑り止めシートが前記第２胴
周り用弾性部材の横方向両端部近傍に延びる前記前胴周り域のフラップ部の肌当接面と肌
非当接面とのうちの少なくとも一方に取り付けられている。このおむつは、保護者や介護
者が前胴周り域のフラップ部を横方向へ伸展させるとき、滑り止めシートがフラップ部を
摘持する指の滑りを止める。
（３）前記滑り止めシートが、前記第２胴周り用弾性部材の横方向両端部から横方向外方
へ延びる仮想延長線上に配置されている。このおむつは、滑り止めシートを指で摘持して
前胴周り域のフラップ部を横方向へ伸展させるとき、その力が第２胴周り用弾性部材に直
接作用する。
（４）前記滑り止めシートが前記吸収部側縁の横方向外方に位置する前記前胴周り域のフ
ラップ部のほぼ全域に取り付けられている。このおむつは、前胴周り域のフラップ部のい
ずれの部分を摘持しても滑り止めシートが指に当接する。
（５）前記滑り止めシートの動摩擦係数が０．５～１．５の範囲にある。
（６）前記滑り止めシートがゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂繊維から形成された繊
維不織布である。
（７）前記滑り止めシートがゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂繊維とポリオレフィン
系の熱可塑性合成樹脂繊維とから形成された繊維不織布である。
（８）前記滑り止めシートには、前記フラップ部の色と異なる色の着色が施されている。
このおむつは、保護者や介護者がおむつの装着時にフラップ部のうちの指で摘持する部分
を確実に認識することができる。
（９）前記フラップ部が、前記吸収部端縁の縦方向外方に位置して横方向へ延びるエンド
フラップと、前記吸収部側縁の横方向外方に位置して縦方向へ延びるサイドフラップとか
ら形成され、前記後胴周り域のサイドフラップが前記おむつの縦方向と横方向とのうちの
少なくとも横方向へ弾性的な伸縮性を有する伸縮性シートから形成されている。このおむ
つは、胴周り用弾性部材と後胴周り域のサイドフラップとの収縮力によってエンドフラッ
プとサイドフラップとが着用者の肌に密着する。
【００１１】
【発明の実施の形態】
添付の図面を参照し、本発明に係る使い捨ておむつの詳細を説明すると、以下のとおりで
ある。
【００１２】
図１，２は、一例として示すおむつ１Ａの部分破断斜視図と、図１のＩＩ－ＩＩ線端面図
とであり、図３，４は、図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線矢視断面図と、図１のＩＶ－ＩＶ線矢視
断面図とである。図１では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎ
で示す。なお、表裏面シート２，３や防漏シート５の内面とは、コア４に対向する面をい
い、それらシート２，３，５の外面とは、コア４に非対向の面をいう。また、エンドフラ
ップ１２，１３やサイドフラップ１４，１５，１６の肌当接面とは、着用者の肌に対向す
る面をいい、それらフラップ１２，１３，１６の肌非当接面とは、着用者の肌に非対向の
面をいう。
【００１３】
おむつ１Ａは、肌当接側に位置する透液性表面シート２および肌非当接側に位置する不透
液性裏面シート３と、表裏面シート２，３の間に介在する吸液性コア４と、一対の防漏シ
ート５とを主要な構成部材とする。おむつ１Ａは、それら構成部材の他に、帯状の第１お
よび第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂと糸状の多数の脚周り用弾性部材７とを有する。
【００１４】
おむつ１Ａは、縦方向に前胴周り域８および後胴周り域１０と、それら胴周り域８，１０
の間に位置する股下域９とを備え、コア４が位置してその液吸収機能が作用する排泄物吸
収部１１と、吸収部１１の両端縁１１ａ（コア４の両端縁４ａ）の縦方向外方に位置して
横方向へ延びる一対のエンドフラップ１２，１３（フラップ部）と、吸収部１１の両側縁
１１ｂ（コア４の両側縁４ｂ）の横方向外方に位置して縦方向へ延びる一対のサイドフラ
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ップ１４，１５，１６（フラップ部）とを有する。おむつ１Ａは、前後胴周り域８，１０
のサイドフラップ１４，１６の横方向の長さ寸法が股下域９のサイドフラップ１５の横方
向のそれよりも大きく、その平面形状が実質的に砂時計型を呈する。
【００１５】
排泄物吸収部１１は、前後胴周り域８，１０と股下域９との横方向中央に位置し、股下域
９から前後胴周り域８，１０に向かって縦方向へ延びている。第１および第２胴周り用弾
性部材６Ａ，６Ｂは、前後胴周り域８，１０のエンドフラップ１２，１３に配置されて横
方向へ延びている。それら弾性部材６Ａ，６Ｂは、フラップ１２，１３に収縮可能に取り
付けられている。脚周り用弾性部材７は、股下域９のサイドフラップ１５に配置されて縦
方向へ延びている。弾性部材７は、フラップ１５に収縮可能に取り付けられている。
【００１６】
表面シート２は、通気親水性繊維不織布１７から形成されている。裏面シート３は、互い
に重なり合う通気不透液性プラスチックフィルム１８と通気疎水性繊維不織布１９とから
形成されている。裏面シート３では、フィルム１８が肌当接側に位置するとともに、不織
布１９が肌非当接側に位置している。フィルム１８と不織布１９とは、それらの対向面が
接着剤（図示せず）を介して断続的に接合されている。コア４は、表面シート２と裏面シ
ート３とのうちの少なくとも一方の内面に固着されている。
【００１７】
コア４は、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプとの混合物、または、粒
子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプと熱可塑性合成樹脂繊維との混合物で
あり、所定の厚みに圧縮されている。コア４は、その型崩れやポリマーの脱落を防止する
ため、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シートに包被されている
ことが好ましい。ポリマーには、デンプン系、セルロース系、合成ポリマー系を使用する
ことができる。
【００１８】
エンドフラップ１２，１３は、コア４の端縁４ａから縦方向外方へ延びる表面シート２の
端部２ａと裏面シート３の端部３ａとから形成されている。エンドフラップ１２，１３で
は、それらシート２，３の端部２ａ，３ａが互いに重なり合った状態で、それらシート２
，３の内面どうしが固着されている。胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂは、表面シート２の端
部２ａと裏面シート３の端部３ａとの間に介在し、横方向へ所定の倍率に伸長させた状態
でそれらシート２，３の内面に固着されている。
【００１９】
後胴周り域１０のエンドフラップ１３の肌非当接面には、エンドフラップ１３やサイドフ
ラップ１６よりも高い摩擦力を有する一対の滑り止めシート２０が取り付けられている。
滑り止めシート２０は、第１胴周り用弾性部材６Ａの横方向両端部６ａの外側近傍に延び
るエンドフラップ１３に取り付けられている。シート２０は、弾性部材６Ａの両端部６ａ
から横方向外方へ延びる仮想延長線２１上に配置されている。シート２０は、その全体に
塗布された接着剤（図示せず）を介して裏面シート３の端部３ａ外面に固着されている。
【００２０】
滑り止めシート２０は、その平面形状が縦方向へ長いほぼ矩形を呈する。シート２０は、
横方向の長さ寸法が１０～２０ｍｍ、縦方向の長さ寸法が１０～４０ｍｍの範囲にあるこ
とが好ましい。滑り止めシート２０は、その平面形状が円形や楕円形、三角形等でもよく
、平面形状を矩形に限定するものではない。滑り止めシート２０には、エンドフラップ１
３やサイドフラップ１６の色と異なる色の着色が施されている。たとえば、エンドフラッ
プ１３やサイドフラップ１６の色が乳白色の場合、シート２０は、白色以外の有彩色に着
色されている。色は、赤、緑、黄、青等のいずれでもよく、特に限定はない。
【００２１】
滑り止めシート２０は、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂製の弾性繊維と熱可塑性合
成樹脂製の非弾性繊維とから形成された繊維不織布２２である。弾性繊維は、互いに交絡
するとともに、交差部位で熱融着によって接合している。非弾性繊維は、互いに交絡する
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とともに、交差部位で熱融着によって接合している。弾性繊維と非弾性繊維とは、それら
繊維が互いに交絡するとともに、それら繊維の交差部位で繊維どうしが熱融着によって接
合している。
【００２２】
滑り止めシート２０は、メルトブローン法やスパンボンド法によって製造することができ
る。なお、繊維不織布２２は、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂製の弾性繊維のみか
ら形成されていてもよい。この場合、弾性繊維は、互いに交絡するとともに、交差部位で
熱融着によって接合している。
【００２３】
　弾性繊維を形成する熱可塑性合成樹脂には、スチレン系やポリウレタン系のエラストマ
ー、これらエラストマーをブレンドしたものを使用することができる。非弾性繊維を形成
する熱可塑性合成樹脂には、ポリオレフィン系、ポリアミド系、ポリエステル系のいずれ
かを使用することができる。
【００２４】
メルトブローン法は、乾式紡糸型に分類され、熱可塑性合成樹脂を溶融紡糸するとともに
、紡糸ノズルの出口に高温・高圧の空気流を噴射して繊維を延伸かつ開繊した後、繊維を
ネットコンベア上で捕集し、ウェブ化する製造方法である。繊維は、ネットコンベア上で
開繊堆積するとともに、繊維どうしが互いの交差部分で熱融着する。メルトブローン法に
よって製造された繊維不織布（メルトブローン不織布）は、極細繊維から形成され、繊維
密度が高く、高い耐水性を有する。
【００２５】
スパンボンド法は、メルトブローン法と同様に乾式紡糸型に分類され、熱可塑性合成樹脂
を溶融紡糸かつ延伸することによって作られた複数条の連続繊維をネットコンベア上で捕
集し、ウェブ化する製造方法である。繊維は、ネットコンベア上で開繊堆積するとともに
、繊維どうしが互いの交差部分で熱融着する。スパンボンド法によって製造された繊維不
織布（スパンボンド不織布）は、連続繊維から形成されており、高い柔軟性と高い強度と
を有する。
【００２６】
滑り止めシート２０を形成する繊維不織布２２に着色を施すには、製造した不織布２２を
塗料に浸漬させて塗料を乾燥させる方法、塗料を混合した熱塑性合成樹脂を紡糸して不織
布２２を製造する方法がある。
【００２７】
後胴周り域１０のサイドフラップ１６は、横方向へ弾性的な伸縮性を有する伸縮性シート
２３から形成されている。伸縮性シート２３は、２枚の通気疎水性繊維不織布２４と、そ
れら不織布２４の間に介在する通気不透液性かつ伸縮性のプラスチックフィルム２５とか
ら形成されている。
【００２８】
伸縮性シート２３の製造方法の一例としては、横方向へ伸長させた状態にある伸縮性のプ
ラスチックフィルム２５の両面に不織布２４を重ね合わせて接合する。プラスチックフィ
ルム２５の伸長が解除されると、フィルム２５が横方向へ収縮するとともに不織布２４が
横方向へ縮み、不織布２４に多数の皺が形成される。不織布２４とフィルム２５とは、そ
れらの対向面が重なり合った状態で、それらがほぼ均一に分布する多数の熱融着部２６を
介して部分的に接合されている。不織布２４とフィルム２５との接合には、ヒートシール
やソニックシール等の熱による溶着手段を利用することができる。不織布２４とフィルム
２５とは、熱融着部２６ではなく、接着剤を介して接合されていてもよい。伸縮性シート
２３では、不織布２４がポリオレフィン系熱可塑性合成樹脂製の非弾性繊維から形成され
、プラスチックフィルム２５がゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂から形成されている
。
【００２９】
なお、サイドフラップ１６は、１枚の通気疎水性繊維不織布２４と、通気不透液性かつ伸
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縮性のプラスチックフィルム２５とから形成されていてもよい。この場合は、横方向へ伸
長させた状態にある伸縮性のプラスチックフィルム２５の片面に不織布２４を重ね合わせ
て接合する。
【００３０】
サイドフラップ１６は、その横方向内端部１６ａが裏面シート３の側部３ｂと防漏シート
５の後記する固定側部５ａとの間に介在し、内端部１６ａがそれらシート３，５の内面に
接着剤（図示せず）を介して固着されている。サイドフラップ１６の横方向外端部１６ｂ
には、横方向へ延びるテープファスナ２７（止着手段）が取り付けられている。テープフ
ァスナ２７は、サイドフラップ１６の外端部１６ｂに接着剤（図示せず）を介して固着さ
れた固定部２７ａと、固定部２７ａから横方向外方へ延びる自由部２７ｂとを有する。テ
ープファスナ２７には、熱可塑性合成樹脂製の非弾性繊維から形成された繊維不織布また
は熱可塑性合成樹脂製のプラスチックフィルムが使用されている。自由部２７ｂには、お
むつ１Ａの厚み方向へ向かって延びる熱可塑性合成樹脂製の多数のフック２８が取り付け
られている。自由部２７ｂには、フック２８ではなく、粘着剤が塗布されていてもよい。
【００３１】
前胴周り域８には、テープファスナ２７の自由部２７ｂを着脱可能に止着するターゲット
テープ２９（止着手段）が取り付けられている。ターゲットテープ２９は、横方向へ長い
矩形を呈し、裏面シート３の外面に接着剤（図示せず）を介して断続的または連続的に固
着されている。ターゲットテープ２９には、熱可塑性合成樹脂製の非弾性繊維から形成さ
れた繊維不織布または熱可塑性合成樹脂製のプラスチックフィルムが使用されている。タ
ーゲットテープ２９の外面には、おむつ１Ａの厚み方向へ向かって弧を画く熱可塑性合成
樹脂製の多数のループ３０が取り付けられている。テープファスナ２７の自由部２７ｂに
粘着剤を塗布する場合は、ターゲットテープ２９にプラスチックフィルムが使用される。
【００３２】
前胴周り域８および股下域９のサイドフラップ１４，１５は、コア４の側縁４ｂから横方
向外方へ延びる表裏面シート２，３の側部２ｂ，３ｂと防漏シート５の固定側部５ａとか
ら形成されている。サイドフラップ１４，１５では、表面シート２の側部２ｂがコア４の
側縁４ｂから横方向外方へわずかに延び、側部２ｂからさらに横方向外方へ裏面シート３
の側部３ｂと防漏シート５の側部５ａとが延びている。サイドフラップ１４，１５では、
それらシート２，３，５の側部２ｂ，３ｂ，５ａが互いに重なり合った状態で、それらシ
ート２，３，５の内外面が固着されている。脚周り用弾性部材７は、裏面シート３の側部
３ｂと防漏シート５の側部５ａとの間に介在し、横方向へ所定の倍率に伸長させた状態で
それらシート３，５の内面に固着されている。
【００３３】
防漏シート５は、通気疎水性繊維不織布３１から形成されている。防漏シート５は、サイ
ドフラップ１４，１５，１６に位置して縦方向へ延びる固定側部５ａと、表面シート２の
上方へ起立性向を有して縦方向へ延びる可動部５ｂと、エンドフラップ１２，１３に位置
しておむつ１Ａの横方向内方へ倒伏した固定両端部５ｃとを有する。可動部５ｂの上方に
は、縦方向へ延びる伸縮性弾性部材３２が収縮可能に取り付けられている。弾性部材３２
は、可動部５ｂの一部に覆われた状態で、可動部５ｂに接着剤（図示せず）を介して固着
されている。固定両端部５ｃは、表面シート２の端部２ａ外面に固着されている。防漏シ
ート５では、おむつ１Ａが表面シート２を内側にして縦方向へ湾曲すると、弾性部材３２
が収縮して可動部５ｂが表面シート２の上方へ起立し、可動部５ｂが排泄物に対する障壁
を形成する。
【００３４】
図５，６は、装着の途中の状態を示すおむつ１Ａの斜視図である。図５，６では、着用者
を二点差線で示す。保護者や介護者がおむつ１Ａを着用者に装着する手順の一例は、以下
のとおりである。展開させたおむつ１Ａの上に仰向けにした着用者の臀部を乗せた後、後
胴周り域１０のエンドフラップ１３のうちの第１胴周り用弾性部材６Ａの横方向両端部６
ａの外側近傍に延びる部分を両手の指で摘持し、後胴周り域１０のエンドフラップ１３を
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矢印Ｌ１で示す横方向へ伸展させるとともに、弾性部材６Ａを横方向へ伸長させる。この
とき、保護者や介護者は、フラップ１３に取り付けられた滑り止めシート２０を指で摘持
した状態にある（図５参照）。
【００３５】
エンドフラップ１３を伸展させた後、保護者や介護者は、前胴周り域８を摘持し、おむつ
１Ａの股下域９を折り曲げて前胴周り域８を着用者の腹部の上に乗せ、図５の右方に位置
する滑り止めシート２０の一方を左手の指で摘持し、図５の右方に位置するテープファス
ナ２７の一方を右手の指で摘持する。左手でエンドフラップ１３を伸展させ、右手でサイ
ドフラップ１６の一方を伸長させながら、サイドフラップ１６が着用者の腹部の上に位置
するように、サイドフラップ１６を折り曲げるとともに、サイドフラップ１６を前胴周り
域８のエンドフラップ１２とサイドフラップ１４との外側に重ね合わせ、フック２８を介
してテープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９の外面に止着する。
【００３６】
次に、図５の左方に位置する滑り止めシート２０の他方を右手の指で摘持し、図５の左方
に位置するテープファスナ２７の他方を左手の指で摘持する（図６参照）。右手でエンド
フラップ１３を伸展させ、左手でサイドフラップ１６の他方を伸長させながら、サイドフ
ラップ１６が着用者の腹部の上に位置するように、サイドフラップ１６を折り曲げるとと
もに、サイドフラップ１６を前胴周り域８のエンドフラップ１２とサイドフラップ１４と
の外側に重ね合わせ、フラップ１３，１６による着用者の胴周りの締め付けを調節しつつ
、フック２８を介してテープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９の外面
に止着する。
【００３７】
テープファスナ２７をターゲットテープ２９に止着するには、テープファスナ２７の自由
部２７ｂをターゲットテープ２９の外面に押し付け、フック２８とループ３０とを係合さ
せる。前後胴周り域８，１０が連結されたおむつ１Ａには、胴周り開口と一対の脚周り開
口とが形成される（図示せず）。おむつ１Ａの着用中に排泄された排泄物は、排泄物吸収
部１１において表面シート２を透過してコア４に吸収、保持される。
【００３８】
保護者や介護者は、滑り止めシート２０を指で摘持しながらエンドフラップ１３を横方向
へ伸展させるので、エンドフラップ１３を摘持する指が滑ることはなく、第１胴周り用弾
性部材６Ａを横方向へ十分に伸長させた状態で着用者におむつ１Ａを装着することができ
る。おむつ１Ａは、後胴周り域１０のエンドフラップ１３が弾性部材６Ａの収縮力によっ
て着用者の胴周りに密着するので、後胴周り域１０のエンドフラップ１３と着用者の肌と
の間に隙間が生じることはなく、おむつ１Ａの着用中に排泄物がエンドフラップ１３から
おむつ１Ａの外側に漏れてしまうことはない。おむつ１Ａは、滑り止めシート２０が胴周
り用弾性部材６Ａの横方向両端部６ａから横方向外方へ延びる仮想延長線２１上に配置さ
れ、シート２０を指で摘持してフラップ１３を横方向へ伸展させたときに、その力が弾性
部材６Ａに直接作用するので、弾性部材６Ａを横方向へ確実に伸長させることができる。
【００３９】
おむつ１Ａは、テープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９に止着すると
きに、伸縮性シート２３から形成された後胴周り域１０のサイドフラップ１６が横方向へ
伸長されるので、フラップ１６を着用者の胴周りの締め付けに利用することができる。お
むつ１Ａは、第１および第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂとサイドフラップ１６との収縮
力によって前後胴周り域８，１０のエンドフラップ１２，１３とサイドフラップ１４，１
６とが着用者の胴周りに密着し、それらフラップ１２，１３，１４，１６がずれ動くこと
はなく、おむつ１Ａの着用位置からのずれ下がりを防ぐことができる。
【００４０】
おむつ１Ａは、滑り止めシート２０にそれらフラップ１３，１６と異なる色の着色が施さ
れているので、保護者や介護者がおむつ１Ａの装着時にエンドフラップ１３のうちの指で
摘持する部分を確実に認識することができる。おむつ１Ａは、その外側に下穿きを着用す
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ると、滑り止めシート２０がその摩擦力によって下穿きの内側にへばりつくので、下穿き
が支えとなっておむつ１Ａのずれ下がりを防ぐことができる。
【００４１】
おむつ１Ａでは、滑り止めシート２０の横方向の動摩擦係数が０．５～１．５の範囲にあ
る。シート２０の動摩擦係数が０．５未満では、保護者や介護者がエンドフラップ１３を
横方向へ伸展させるときに、フラップ１３を摘持する指が滑る場合があり、胴周り用弾性
部材６Ａの伸長が不十分な状態でおむつ１Ａを装着してしまう場合がある。なお、滑り止
めシート２０の動摩擦係数は、ＪＩＳ　Ｐ８１４７の３．１頁に記載の方法に準拠して測
定した。動摩擦係数の測定の概略を図７に示す。
（１）動摩擦係数の測定には、平滑な下面４０ａを有する可動プレート４０と、平滑な上
面４１ａを有する固定プレート４１とを使用する。可動プレート４０の下面４０ａは、幅
寸法３ｃｍ、長さ寸法３ｃｍである。動摩擦係数測定用滑り止めシート４２を用意すると
ともに、人工皮革４３（出光石油株式会社製の商品名サプラーレを使用）を用意する。
（２）測定用滑り止めシート４２を可動プレート４０の下面４０ａに取り付ける。測定用
滑り止めシート４２は、可動プレート４０の下面４０ａに両面粘着テープを介して固定す
る。固定プレート４１の上面４１ａに人工皮革４３を取り付ける。人工皮革４３は、固定
プレート４１の上面４１ａに両面粘着テープを介して固定する。可動プレート４０は、下
面４０ａの面積が９ｃｍ２であり、下面４０ａに５８ｇ／９ｃｍ２の荷重が加わるように
、分銅４４によって可動プレート４０全体の重量を調節する。
（３）動摩擦係数の測定では、可動プレート４０を錘として使用する。可動プレート４０
を図６に矢印Ｋ１で示す方向へ１０ｃｍ／ｍｉｎの速度で移動させる。動摩擦係数は、可
動プレート４０を５ｃｍ移動させる間の摩擦力から求める。具体的には、動摩擦係数を式
：μ＝ＦＤ／ＦＰによって算出する。ここで、μは、動摩擦係数であり、ＦＤは、可動プ
レート４０を５ｃｍ移動させる間の摩擦力である。ＦＰは、第１試料４２と第２試料４３
との接触面に矢印Ｋ２で示す垂直方向に作用する力である。
【００４２】
滑り止めシート２０は、引張強度が３０～７０Ｎ／inchの範囲、坪量が３０～１００ｇ／
ｍ２未範囲にあり、厚み寸法が０．２～０．７ｍｍの範囲にある。滑り止めシート２０の
坪量が３０ｇ／ｍ２未満であって厚み寸法が０．２ｍｍ未満では、シート２０の引張強度
が低下し、シート２０を指で摘持してフラップ１３を横方向へ伸展させるときに、シート
２０が破損してしまう場合がある。滑り止めシート２０の坪量が１００ｇ／ｍ２を超過す
るとともに厚み寸法が０．７ｍｍを超過すると、シート２０の剛性が増加し、シート２０
が肌に接したときに不快感がある。
【００４３】
滑り止めシート２０を形成する弾性繊維と非弾性繊維とは、それらの繊度が０．５～２０
μｍの範囲にある。弾性繊維と非弾性繊維との繊度が０．５μｍ未満では、それら繊維が
繊維切れを起こし易く、滑り止めシート２０の動摩擦係数が０．５未満になってしまう場
合がある。
【００４４】
第１および第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂは、横方向における伸長応力が０．１～３．
０Ｎの範囲にあることが好ましく、後胴周り域１０のサイドフラップ１６は、横方向にお
ける伸長応力が２．０～１０Ｎの範囲にあることが好ましい。弾性部材６Ａ，６Ｂの伸長
応力が３．０Ｎを超過するとともにフラップ１６の伸長応力が１０Ｎを超過すると、弾性
部材６Ａ，６Ｂやフラップ１３が着用者の胴周りを必要以上に締め付けてしまうので、装
着したおむつ１Ａに対する不快感がある。弾性部材６Ａ，６Ｂの伸長応力が０．１Ｎ未満
かつフラップ１６の伸長応力が２．０Ｎ未満では、弾性部材６Ａ，６Ｂやフラップ１３の
収縮力が実質的に作用せず、エンドフラップ１２，１３やサイドフラップ１４，１６を着
用者の肌に密着させることができない。
【００４５】
おむつ１Ａでは、滑り止めシート２０がエンドフラップ１３の肌非当接面と肌当接面とに
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取り付けられていてもよく、シート２０がエンドフラップ１３の肌当接面のみに取り付け
られていてもよい。シート２０をエンドフラップ１３の肌当接面に取り付ける場合は、シ
ート２０が防漏シート５の固定端部５ｃに固着される。また、滑り止めシート２０は、胴
周り弾性部材６Ａの横方向両端部６ａの外側近傍に延びるエンドフラップ１３とともに胴
周り弾性部材６Ａの両端部６ａ上に取り付けられていてもよい。
【００４６】
図８，９は、他の一例として示すおむつ１Ｂの部分破断斜視図と、図８のＩＸ－ＩＸ線端
面図とであり、図１０，１１は、図８のＸ－Ｘ線矢視断面図と、図８のＸＩ－ＸＩ線矢視
断面図とである。図８では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎ
で示す。
【００４７】
おむつ１Ｂは、透液性表面シート２および不透液性裏面シート３と、表裏面シート２，３
の間に介在してそれらシート２，３のうちの少なくとも一方の内面に固着された吸液性コ
ア４と、防漏シート５とを主要な構成部材とする。表面シート２は、図１のそれと同一の
不織布１７から形成され、裏面シート３は、図１のそれと同一のフィルム１８と不織布１
９とから形成されている。コア４は、図１のそれと同一である。
【００４８】
おむつ１Ｂは、縦方向に前後胴周り域８，１０およびそれら胴周り域８，１０の間に位置
する股下域９を備え、前後胴周り域８，１０間に延びていてコア４の液吸収機能が作用す
る排泄物吸収部１１と、吸収部１１の両端縁１１ａの縦方向外方に位置して横方向へ延び
る一対のエンドフラップ１２，１３（フラップ部）と、吸収部１１の両側縁１１ｂの横方
向外方に位置して縦方向へ延びる一対のサイドフラップ１４，１５，１６（フラップ部）
とを有する。エンドフラップ１２，１３には、横方向へ延びる帯状の第１および第２胴周
り用弾性部材６Ａ，６Ｂが収縮可能に取り付けられている。股下域９のサイドフラップ１
５には、縦方向へ延びる複数条の脚周り用弾性部材７が収縮可能に取り付けられている。
【００４９】
エンドフラップ１２，１３は、コア４の端縁４ａから縦方向外方へ延びる表面シート２の
端部２ａと裏面シート３の端部３ａとから形成されている。エンドフラップ１２，１３で
は、それらシート２，３の端部２ａ，３ａが互いに重なり合った状態で固着されている。
胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂは、表面シート２の端部２ａと裏面シート３の端部３ａとの
間に介在し、それらシート２，３の内面に固着されている。
【００５０】
サイドフラップ１４，１５，１６は、コア４の側縁４ｂから横方向外方へ延びる表裏面シ
ート２，３の側部２ｂ，３ｂと防漏シート５の固定側部５ａとから形成されている。サイ
ドフラップ１４，１５，１６では、側部２ｂがコア４の側縁４ｂから横方向外方へわずか
に延び、側部２ｂからさらに横方向外方へ側部３ｂと側部５ａとが延びている。サイドフ
ラップ１４，１５，１６では、それらシート２，３，５の側部２ｂ，３ｂ，５ａが互いに
重なり合った状態で固着されている。脚周り用弾性部材７は、裏面シート３の側部３ｂと
防漏シート５の側部５ａとの間に介在し、それらシート３，５の内面に固着されている。
【００５１】
後胴周り域１０のサイドフラップ１６の横方向外端部１６ｂには、横方向へ延びるテープ
ファスナ２７（止着手段）が取り付けられている。テープファスナ２７は、外端部１６ｂ
に固着された固定部２７ａと、固定部２７ａから横方向外方へ延びる自由部２７ｂとを有
する。自由部２７ｂには、おむつ１Ｂの厚み方向へ向かって延びる多数のフック２８が取
り付けられている。テープファスナ２７やフック２８には、図１のそれらと同一の素材が
使用されている。
【００５２】
前胴周り域８には、テープファスナ２７の自由部２７ｂを着脱可能に止着するターゲット
テープ２９（止着手段）が取り付けられている。ターゲットテープ２９は、裏面シート３
の外面に固着されている。ターゲットテープ２９には、おむつ１Ｂの厚み方向へ向かって
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弧を画く多数のループ３０が取り付けられている。ターゲットテープ２９やループ３０に
は、図１のそれらと同一の素材が使用されている。
【００５３】
後胴周り域１０のエンドフラップ１３およびサイドフラップ１６の肌非当接面には、それ
らフラップ１３，１６よりも高い摩擦力を有する滑り止めシート２０が取り付けられてい
る。シート２０は、第１胴周り用弾性部材６Ａの横方向両端部６ａの外側近傍に延びるエ
ンドフラップ１３と、サイドフラップ１６のほぼ全域とに取り付けられている。エンドフ
ラップ１３に取り付けられたシート２０は、弾性部材６Ａの両端部６ａから横方向外方へ
延びる仮想延長線２１上に配置されている。シート２０は、その全体に塗布された接着剤
（図示せず）を介してエンドフラップ１３を形成する裏面シート３の端部３ａ外面とサイ
ドフラップ１６を形成する裏面シート３の側部３ｂ外面とに固着されている。シート２０
には、図１のそれと同様に、エンドフラップ１３やサイドフラップ１４，１５，１６の色
と異なる色の着色が施されている。
【００５４】
滑り止めシート２０は、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂製の弾性繊維から形成され
た繊維不織布２２、または、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂製の弾性繊維と熱可塑
性合成樹脂製の非弾性繊維とから形成された繊維不織布２２である。シート２０は、メル
トブローン法によって製造されたメルトブローン不織布またはスパンボンド法によって製
造されたスパンボンド不織布を使用することができる。弾性繊維を形成する熱可塑性合成
樹脂と非弾性繊維を形成する熱可塑性合成樹脂とには、図１のそれらと同一のものを使用
することができる。
【００５５】
防漏シート５は、図１のそれと同一の不織布３１から形成されている。防漏シート５は、
サイドフラップ１４，１５，１６に位置して縦方向へ延びる固定側部５ａと、表面シート
２の上方へ起立性向を有する可動部５ｂと、エンドフラップ１２，１３に位置しておむつ
１Ｂの横方向内方へ倒伏した固定両端部５ｃとを有する。可動部５ｂの上方には、縦方向
へ延びる伸縮性弾性部材３２が収縮可能に取り付けられている。
【００５６】
滑り止めシート２０の動摩擦係数と動摩擦係数の測定方法とは、図１のそれらと同一であ
る。シート２０の引張強度や坪量、厚み寸法は、図１のそれらと同一である。また、シー
ト２０を形成する弾性繊維や非弾性繊維の繊度は、図１のそれと同一である。第１および
第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂの横方向の伸長応力は、図１のそれと同一である。
【００５７】
このおむつ１Ｂの装着手順は、図１のそれと同一であり、その説明は省略する。保護者や
介護者は、滑り止めシート２０を指で摘持しながらエンドフラップ１３を横方向へ伸展さ
せるので、エンドフラップ１３を摘持する指が滑ることはなく、胴周り用弾性部材６Ａを
横方向へ十分に伸長させた状態で着用者におむつ１Ｂを装着することができる。おむつ１
Ｂは、後胴周り域１０のエンドフラップ１３が弾性部材６Ａの収縮力によって着用者の胴
周りに密着するので、後胴周り域１０のエンドフラップ１３と着用者の肌との間に隙間が
生じることはなく、おむつ１Ｂの着用中に排泄物がエンドフラップ１３からおむつ１Ｂの
外側に漏れてしまうことはない。
【００５８】
おむつ１Ｂは、サイドフラップ１６の肌非当接面に滑り止めシート２０が取り付けられて
いるので、サイドフラップ１６を伸展させるときに、サイドフラップ１６を摘持する指が
滑ることはなく、おむつ１Ｂの装着が容易であることはもちろん、エンドフラップ１３や
サイドフラップ１６による着用者の胴周りの締め付けの調節がし易い。おむつ１Ｂは、そ
の外側に下穿きを着用すると、滑り止めシート２０がその摩擦力によって下穿きの内側に
へばりつくので、下穿きが支えとなっておむつ１Ｂのずれ下がりを防ぐことができる。
【００５９】
おむつ１Ｂでは、滑り止めシート２０がエンドフラップ１３とサイドフラップ１６との肌
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非当接面と肌当接面とに取り付けられていてもよく、シート２０がそれらフラップ１３，
１６の肌当接面のみに取り付けられていてもよい。
【００６０】
図１２，１３は、他の一例として示すおむつ１Ｃの部分破断斜視図と、図１２のＸＩＩＩ
－ＸＩＩＩ線端面図とであり、図１４，１５は、装着の途中の状態を示すおむつ１Ｃの斜
視図である。図１２では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎで
示す。図１４，１５では、着用者を二点差線で示す。
【００６１】
このおむつ１Ｃは、図１のおむつ１Ａのエンドフラップ１２に滑り止めシート３３を取り
付けた形態である。おむつ１Ｃのその他の構成は、図１のおむつ１Ａと同一であり、図１
のおむつ１Ａと同一の符号を付してその他の構成の説明を省略する。
【００６２】
おむつ１Ｃでは、前胴周り域８のエンドフラップ１２（フラップ部）の肌非当接面にエン
ドフラップ１２よりも高い摩擦力を有する一対の滑り止めシート３３が取り付けられてい
る。滑り止めシート３３は、第２胴周り用弾性部材６Ｂの横方向両端部６ｂの外側近傍に
延びるエンドフラップ１２に取り付けられている。シート３３は、弾性部材６Ｂの両端部
６ｂから横方向外方へ延びる仮想延長線３４上に配置され、その全体に塗布された接着剤
（図示せず）を介して裏面シート３の端部３ａ外面に固着されている。
【００６３】
滑り止めシート３３は、図１のそれと同一であり、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂
製の弾性繊維から形成された繊維不織布２２、または、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成
樹脂製の弾性繊維と熱可塑性合成樹脂製の非弾性繊維とから形成された繊維不織布２２で
あり、その平面形状が縦方向へ長いほぼ矩形を呈する。滑り止めシート３３には、エンド
フラップ１２やサイドフラップ１４の色と異なる色の着色が施されている。おむつ１Ｃで
は、滑り止めシート２０，３３がエンドフラップ１２，１３の肌非当接面と肌当接面とに
取り付けられていてもよく、シート２０，３３がフラップ１２，１３の肌当接面のみに取
り付けられていてもよい。
【００６４】
保護者や介護者がおむつ１Ｃを着用者に装着する手順の一例は、以下のとおりである。保
護者や介護者は、展開させたおむつ１Ｃの上にうつ伏せにした着用者の腹部を乗せた後、
前胴周り域８のエンドフラップ１２のうちの第２胴周り用弾性部材６Ｂの横方向両端部６
ｂの外側近傍に延びる部分を両手の指で摘持し、前胴周り域８のエンドフラップ１２を矢
印Ｌ２で示す横方向へ伸展させるとともに、弾性部材６Ｂを横方向へ伸長させる。このと
き、保護者や介護者は、フラップ１２に取り付けられた滑り止めシート３３を指で摘持し
た状態にある（図１４参照）。
【００６５】
フラップ１２を伸展させた後、保護者や介護者は、後胴周り域１０を摘持し、おむつ１Ｃ
の股下域９を折り曲げて後胴周り域１０を着用者の臀部の上に乗せ、図５の右方に位置す
る滑り止めシート３３の一方を左手の指で摘持し、図５の右方に位置するテープファスナ
２７の一方を右手で摘持する。左手でエンドフラップ１２を伸展させ、右手でサイドフラ
ップ１６の一方を伸長させながら、サイドフラップ１６が着用者の腹部の側に位置するよ
うに、サイドフラップ１６を折り曲げるとともに、サイドフラップ１６を前胴周り域８の
エンドフラップ１２とサイドフラップ１４との外側に重ね合わせ、フック２８を介してテ
ープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９の外面に止着する。
【００６６】
次に、図５の左方に位置する滑り止めシート３３の他方を右手の指で摘持し、図５の左方
に位置するテープファスナ２７の他方を左手で摘持する（図１５参照）。右手でエンドフ
ラップ１２を伸展させ、左手でサイドフラップ１６を伸長させながら、サイドフラップ１
６が着用者の腹部の側に位置するように、サイドフラップ１６の他方を折り曲げるととも
に、サイドフラップ１６を前胴周り域８のエンドフラップ１２とサイドフラップ１４との
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外側に重ね合わせ、フラップ１２，１３，１６による着用者の胴周りの締め付けを調節し
つつ、フック２８を介してテープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９の
外面に止着する。
【００６７】
前後胴周り域８，１０が連結されたおむつ１Ａには、胴周り開口と一対の脚周り開口とが
形成される（図示せず）。おむつ１Ａの着用中に排泄された排泄物は、排泄物吸収部１１
において表面シート２を透過してコア４に吸収、保持される。
【００６８】
保護者や介護者は、滑り止めシート３３を指で摘持しながらエンドフラップ１２を横方向
へ伸展させるので、エンドフラップ１２を摘持する指が滑ることはなく、第２胴周り用弾
性部材６Ｂを横方向へ十分に伸長させた状態で着用者におむつ１Ｃを装着することができ
る。おむつ１Ｃは、前胴周り域８のエンドフラップ１２が弾性部材６Ｂの収縮力によって
着用者の胴周りに密着するので、前胴周り域８のエンドフラップ１２と着用者の肌との間
に隙間が生じることはなく、おむつ１Ｃの着用中に排泄物がエンドフラップ１２からおむ
つ１Ｃの外側に漏れてしまうことはない。おむつ１Ｃは、滑り止めシート３３が胴周り用
弾性部材６Ｂの横方向両端部６ｂから横方向外方へ延びる仮想延長線３４上に配置され、
シート３３を指で摘持してフラップ１２を横方向へ伸展させたときに、その力が弾性部材
６Ｂに直接作用するので、弾性部材６Ｂを横方向へ確実に伸長させることができる。
【００６９】
おむつ１Ｃは、テープファスナ２７の自由部２７ｂをターゲットテープ２９に止着すると
きに、伸縮性シート２３から形成された後胴周り域１０のサイドフラップ１６が横方向へ
伸長されるので、フラップ１６を着用者の胴周りの締め付けに利用することができる。お
むつ１Ｃは、第１および第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂとサイドフラップ１６との収縮
力によって前後胴周り域８，１０のエンドフラップ１２，１３とサイドフラップ１４，１
６とが着用者の胴周りに密着し、それらフラップ１２，１３，１４，１６がずれ動くこと
はなく、おむつ１Ｃの着用位置からのずれ下がりを防ぐことができる。
【００７０】
おむつ１Ｃは、滑り止めシート３３にそれらフラップ１２，１４と異なる色の着色が施さ
れているので、保護者や介護者がおむつ１Ｃの装着時にエンドフラップ１２のうちの指で
摘持する部分を確実に認識することができる。おむつ１Ｃは、その外側に下穿きを着用す
ると、滑り止めシート２０，３３がその摩擦力によって下穿きの内側にへばりつくので、
下穿きが支えとなっておむつ１Ｃのずれ下がりを防ぐことができる。
【００７１】
図１６，１７は、他の一例として示すおむつ１Ｄの部分破断斜視図と、図１６のＸＶＩＩ
－ＸＶＩＩ線端面図とである。図１６では、横方向を矢印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、厚
み方向を矢印Ｎで示す。
【００７２】
このおむつ１Ｄは、図８のおむつ１Ｂのエンドフラップ１２に滑り止めシート３３を取り
付けた形態である。おむつ１Ｄのその他の構成は、図８のおむつ１Ｂと同一であり、図８
のおむつ１Ｂと同一の符号を付してその他の構成の説明を省略する。
【００７３】
前胴周り域８のエンドフラップ１２およびサイドフラップ１４の肌非当接面には、それら
フラップ１２，１４よりも高い摩擦力を有する滑り止めシート３３が取り付けられている
。シート３３は、第２胴周り用弾性部材６Ｂの横方向両端部６ｂの外側近傍に延びるエン
ドフラップ１２と、サイドフラップ１４のほぼ全域とに取り付けられている。エンドフラ
ップ１２に取り付けられたシート３３は、弾性部材６Ｂの両端部６ｂから横方向外方へ延
びる仮想延長線３４上に配置されている。シート３３は、その全体に塗布された接着剤（
図示せず）を介してエンドフラップ１２を形成する裏面シート３の端部３ａ外面とサイド
フラップ１４を形成する裏面シート３の側部３ｂ外面とに固着されている。
【００７４】
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滑り止めシート３３は、図１のそれと同一であり、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成樹脂
製の弾性繊維から形成された繊維不織布２２、または、ゴム状弾性を有する熱可塑性合成
樹脂製の弾性繊維と熱可塑性合成樹脂製の非弾性繊維とから形成された繊維不織布２２で
ある。シート３３には、エンドフラップ１２やサイドフラップ１４の色と異なる色の着色
が施されている。
【００７５】
おむつ１Ｄでは、滑り止めシート２０，３３がエンドフラップ１２，１３とサイドフラッ
プ１４，１６との肌非当接面と肌当接面とに取り付けられていてもよく、シート２０，３
３がそれらフラップ１２，１３，１４，１６の肌当接面のみに取り付けられていてもよい
。
【００７６】
このおむつ１Ｄの装着手順は、図１４，１５のそれと同一であり、その説明は省略する。
保護者や介護者は、滑り止めシート３３を指で摘持しながらエンドフラップ１２を横方向
へ伸展させるので、エンドフラップ１２を摘持する指が滑ることはなく、第２胴周り用弾
性部材６Ｂを横方向へ十分に伸長させた状態で着用者におむつ１Ｄを装着することができ
る。おむつ１Ｄは、前胴周り域８のエンドフラップ１２が弾性部材６Ｂの収縮力によって
着用者の胴周りに密着するので、前胴周り域８のエンドフラップ１２と着用者の肌との間
に隙間が生じることはなく、おむつ１Ｄの着用中に排泄物がエンドフラップ１２からおむ
つ１Ｄの外側に漏れてしまうことはない。おむつ１Ｄは、その外側に下穿きを着用すると
、滑り止めシート２０，３３がその摩擦力によって下穿きの内側にへばりつくので、下穿
きが支えとなっておむつ１Ｄのずれ下がりを防ぐことができる。
【００７７】
滑り止めシート３３の動摩擦係数は、０．５～１．５の範囲にある。シート３３の動摩擦
係数が０．５未満では、保護者や介護者がエンドフラップ１２を横方向へ伸展させるとき
に、フラップ１２を摘持する指が滑る場合があり、胴周り用弾性部材６Ｂの伸長が不十分
な状態でおむつ１Ｃ，１Ｄを装着してしまう場合がある。
【００７８】
滑り止めシート３３の動摩擦係数の測定方法は、図１のそれと同一である。シート３３の
引張強度や坪量、厚み寸法は、図１のそれらと同一である。また、シート３３を形成する
弾性繊維や非弾性繊維の繊度は、図１のそれと同一である。おむつ１Ｃ，１Ｄの第１およ
び第２胴周り用弾性部材６Ａ，６Ｂの横方向の伸長応力は、図１のそれと同一である。
【００７９】
表面シート２には、多数の開孔を有する疎水性繊維不織布や微細な多数の開孔を有するプ
ラスチックフィルムのいずれかを使用することもできる。裏面シート３には、通気疎水性
繊維不織布、通気不透液性プラスチックフィルム、通気疎水性繊維不織布どうしをラミネ
ートした複合不織布のいずれかを使用することもできる。防漏シート５には、通気疎水性
繊維不織布どうしをラミネートした複合不織布、通気疎水性繊維不織布と通気不透液性プ
ラスチックフィルムとをラミネートした複合シートのいずれかを使用することもできる。
【００８０】
裏面シート３や防漏シート５には、高い耐水性を有するメルトブローン法による繊維不織
布の少なくとも片面に、高い強度と良好な柔軟性とを有するスパンボンド法による繊維不
織布をラミネートした複合不織布（ＳＭ不織布、ＳＭＳ不織布）を使用することもできる
。
【００８１】
表裏面シート２，３や防漏シート５、後胴周り域１３のサイドフラップ１６、テープファ
スナ２７、ターゲットテープ２９を形成する繊維不織布には、スパンレース、ニードルパ
ンチ、メルトブローン、サーマルボンド、スパンポンド、ケミカルボンドの各製法により
製造されたものを使用することができる。
【００８２】
親水性繊維不織布は、親水化処理が施された合成繊維、半合成繊維、再生繊維のうちのい
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ずれか、または、それら繊維を混合した複合繊維から作ることができる。疎水性繊維不織
布は、合成繊維から作ることができる。疎水性繊維不織布には、撥水処理が施された半合
成繊維や再生繊維が含まれていてもよい。合成繊維には、特に限定はないが、ポリエステ
ル系、ポリアクリロニトリル系、ポリ塩化ビニル系、ポリエチレン系、ポリプロピレン系
、ポリスチレン系を使用することができる。合成繊維には、芯鞘型複合繊維、並列型複合
繊維、異型中空繊維、微多孔繊維、接合型複合繊維を使用することもできる。
【００８３】
接着剤には、ホットメルト型接着剤を使用することが好ましい。接着剤には、ホットメル
ト型接着剤の他に、アクリル系接着剤やゴム系接着剤のいずれかを使用することもできる
。接着剤は、表裏面シート２，３や防漏シート５にスパイラル状やジグザグ状、ドット状
、縞状のうちのいずれかの態様で塗布されていることが好ましい。接着剤をそれらの態様
で表裏面シート２，３や防漏シート５に塗布すると、それらシート２，３，５どうしが断
続的に固着されるとともに、コア４がシート２，３に断続的に固着される。
【００８４】
【発明の効果】
本発明にかかる使い捨ておむつによれば、第１胴周り用弾性部材の横方向両端部近傍に延
びる後胴周り域のフラップ部に滑り止めシートが取り付けられているので、保護者や介護
者が後胴周り域のフラップ部を横方向へ伸展させるときに、滑り止めシートによってフラ
ップ部を摘持する指が滑ることはなく、後胴周り域のフラップ部に取り付けられた第１胴
周り用弾性部材を横方向へ十分に伸長させた状態で着用者におむつを装着することができ
る。このおむつは、後胴周り域の横方向へ延びるフラップ部が第１胴周り用弾性部材の収
縮力によって着用者の胴周りに密着するので、フラップ部と着用者の肌との間に隙間が生
じることはなく、おむつの着用中に排泄物がフラップ部からおむつの外側に漏れてしまう
ことはない。
【００８５】
滑り止めシートが第１胴周り用弾性部材の横方向両端部から横方向外方へ延びる仮想延長
線上に配置されたおむつは、滑り止めシートを指で摘持してフラップ部を横方向へ伸展さ
せるときに、その力が第１胴周り用弾性部材に直接作用するので、弾性部材を横方向へ確
実に伸長させることができる。
【００８６】
滑り止めシートが吸収部側縁の横方向外方に位置する後胴周り域のフラップ部のほぼ全域
に取り付けられたおむつは、フラップ部のいずれの部分を摘持しても滑り止めシートが指
に当接するので、フラップ部を摘持する指の滑りを確実に防ぐことができる。
【００８７】
滑り止めシートが第２胴周り用弾性部材の横方向両端部近傍に延びる前胴周り域のフラッ
プ部に取り付けられたおむつは、保護者や介護者が前胴周り域のフラップ部を横方向へ伸
展させるときに、滑り止めシートによってフラップ部を摘持する指が滑ることはなく、前
胴周り域のフラップ部に取り付けられた第２胴周り用弾性部材を横方向へ十分に伸長させ
た状態で着用者におむつを装着することができる。このおむつは、前胴周り域の横方向へ
延びるフラップ部が第２胴周り用弾性部材の収縮力によって着用者の胴周りに密着するの
で、フラップ部と着用者の肌との間に隙間が生じることはなく、おむつの着用中に排泄物
がフラップ部からおむつの外側に漏れてしまうことはない。
【００８８】
滑り止めシートが第２胴周り用弾性部材の横方向両端部から横方向外方へ延びる仮想延長
線上に配置されたおむつは、滑り止めシートを指で摘持してフラップ部を横方向へ伸展さ
せるときに、その力が第２胴周り用弾性部材に直接作用するので、弾性部材を横方向へ確
実に伸長させることができる。
【００８９】
滑り止めシートが吸収部側縁の横方向外方に位置する前胴周り域のフラップ部のほぼ全域
に取り付けられたおむつは、フラップ部のいずれの部分を摘持しても滑り止めシートが指
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に当接するので、フラップ部を摘持する指の滑りを確実に防ぐことができる。
【００９０】
滑り止めシートにフラップ部と異なる色の着色が施されたおむつでは、保護者や介護者が
おむつの装着時にフラップ部のうちの指で摘持する部分を確実に認識することができる。
【００９１】
フラップ部がエンドフラップとサイドフラップとから形成され、後胴周り域のサイドフラ
ップが伸縮性シートから形成されたおむつでは、止着手段を介して前後胴周り域を連結す
るときに、後胴周り域のサイドフラップが横方向へ伸長されるので、フラップを着用者の
胴周りの締め付けに利用することができる。このおむつは、胴周り用弾性部材とサイドフ
ラップとの収縮力によってエンドフラップとサイドフラップとが着用者の肌に密着するの
で、それらフラップがずれ動くことはなく、おむつの着用位置からのずれ下がりを防ぐこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】一例として示すおむつの部分破断斜視図。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線端面図。
【図３】図１のＩＩＩ－ＩＩＩ線矢視断面図。
【図４】図１のＩＶ－ＩＶ線矢視断面図。
【図５】装着の途中の状態を示すおむつの斜視図。
【図６】装着の途中の状態を示すおむつの斜視図。
【図７】動摩擦係数の測定の概略図。
【図８】他の一例として示すおむつの部分破断斜視図。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線端面図。
【図１０】図８のＸ－Ｘ線矢視断面図。
【図１１】図７のＸＩ－ＸＩ線矢視断面図。
【図１２】他の一例として示すおむつの部分破断斜視図。
【図１３】図１２のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線端面図。
【図１４】装着の途中の状態を示すおむつの斜視図。
【図１５】装着の途中の状態を示すおむつの斜視図。
【図１６】他の一例として示すおむつの部分破断斜視図。
【図１７】図１６のＸＶＩＩ－ＸＶＩＩ線端面図。
【符号の説明】
１Ａ　　　　　使い捨ておむつ
１Ｂ　　　　　使い捨ておむつ
２　　　　　　透液性表面シート
３　　　　　　不透液性裏面シート
４　　　　　　吸液性コア
４ａ　　　　　両端縁
４ｂ　　　　　両側縁
６Ａ　　　　　第１胴周り用弾性部材
６ａ　　　　　横方向両端部
６Ｂ　　　　　第２胴周り用弾性部材
６ｂ　　　　　横方向両端部
８　　　　　　前胴周り域
９　　　　　　股下域
１０　　　　　　後胴周り域
１１　　　　　　排泄物吸収部
１１ａ　　　　　両端縁
１１ｂ　　　　　両側縁
１２　　　　　　エンドフラップ（フラップ部）
１３　　　　　　エンドフラップ（フラップ部）
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１４　　　　　　サイドフラップ（フラップ部）
１５　　　　　　サイドフラップ（フラップ部）
１６　　　　　　サイドフラップ（フラップ部）
２０　　　　　　滑り止めシート
２１　　　　　　仮想延長線
２３　　　　　　伸縮性シート
２７　　　　　　テープファスナ
２８　　　　　　フック
２９　　　　　　ターゲットテープ
３０　　　　　　ループ
３３　　　　　　滑り止めシート
３４　　　　　　仮想延長線

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】
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